
●次回の展示
秋季特別展　
「帰ってきた平家物語絵巻」
令和３年10月9日（土）～令和３年11月23日（火・祝）

「展示解説シート　No.142」
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〒910-0004 福井市宝永3丁目12-1
電話 0776-21-0489　FAX 0776-21-1489
担当╱山田裕輝 ・ ⻆鹿尚計
印刷╱小川印刷（株）

令和３年7月21日発行

関連イベント （すべて事前申込が必要）

記念講演会
「春嶽公と坂本龍馬」
　講師：宮川 禎一氏（京都国立博物館　特任研究員）
　■日時／8月1日（日）14:00～15:30　※参加費100円

歴史体験講座 「龍馬の花押を作ろう！」
　講師：⻆鹿 尚計（当館学芸員）　■日時／8月8日（日）14:00～15:00　※参加費100円

古文書講座 「龍馬の書簡を読もう！」
　講師：⻆鹿 尚計（当館学芸員）　■日時／8月22日（日）14:00～15:00　※参加費100円

特別展みどころ講座
　講師：山田 裕輝（当館学芸員）　■日時／7月25日（日）・8月15日（日）いずれも14:00～15:00

展示解説シート　No.142

●主　催／福井市立郷土歴史博物館
●会　場／企画展示室
●会　期／令和 ３年 ７月２１日（水）
　　　　　　　 　～８月２６日（木）
●休館日／８月２日（月）～４日（水）

　文久２年（1862）閏８月頃、坂本龍馬は福井藩の前藩主松平春嶽との面会を求めて江戸の福井藩上

屋敷を訪ねましたが、会うことは叶いませんでした。しかし、同年 12 月５日、初の面談を果たすと、

龍馬は春嶽へ大坂湾近海の海防策を論じました。この後、龍馬は春嶽の紹介状により勝海舟に弟子入

りをしています。春嶽との面会後、龍馬は福井藩及び福井藩と関わる人びとから多くを学び導かれ、

援助を受けました。土佐藩の前藩

主 山内容堂と春嶽は、天皇の下

で幕府・諸藩が連合する政治体

制を目指す同志であり、その考え

は龍馬の国家構想にも影響を与

えました。また、 福井藩御用商人

であった長崎の豪商、小曽根乾堂

とその親族は、龍馬と海援隊を資

金面で支えました。

福井藩と坂本龍馬
　　　人物関係略図 令 和 ３ 年 夏 季 特 別 展

龍 馬 と 福 井
土佐藩出身の幕末の志士、坂本龍馬は各地で多く

の人 と々交流していました。福井藩も代表的なそのひと
つです。龍馬は、幕府の海軍奉行 勝海舟の門弟とな
り、海舟が神戸海軍操練所設立の基金の援助を福井
藩に求める際にはその使者となっています。また、龍馬
は維新後の新国家を構想する際に福井藩の考えを聞
き取り、財政担当者として三岡八郎（由利公正）が最も
望ましいと考えました。
龍馬にとってよき理解者であった福井藩は、「金（財
源の確保）」も「人（有能な人材）」も頼りとなる、まさに
「打ち出の小槌」のような存在でした。本展は、福井市
と高知市の観光交流の大きなきっかけとなった、「龍馬
と福井」との関係を紹介するものです。
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※開館記念特別展『天下の事成就せり―福井藩と坂本龍馬―』を加筆・修正

福井藩士の子孫に伝来した坂本龍馬の写真（個人蔵）

山内容堂肖像写真（当館蔵）松平春嶽肖像写真（当館蔵） 勝海舟肖像写真（当館蔵）

第１章　龍馬を導いた人たち
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　坂本龍馬の書簡（手紙）類は、現在 140 通余り残っていま

す。龍馬は、12 歳の時に母幸と死別したのちは、３歳年長の姉

乙女らに育てられました。そして、生涯乙女を始め、兄権平、

姪の春猪など、国許の親族にたくさんの個性的な書簡を送っ

ています。福井藩との関係で注目すべき書簡は、文久３年

（1863）６月 29 日付の姉乙女宛のもので、自分が福井藩をは

じめとした大藩に見込まれて二度も仕官を誘われたことや、

支援を受けていることなどを自慢しています。

　本章では、龍馬直筆の書簡として、京都国立博物館が所蔵

する重要文化財「坂本龍馬関係資料」（全３巻のうち２巻を展

示）および北陸初公開の愛妻おりょうに宛てた書簡を展示し

ます。加えて龍馬の国家構想で福井藩が重要な存在であった

ことを示す通称「新国家の書簡」（個人蔵）の原本を特別公開

し、実際の龍馬の筆跡を感じていただきます。

　龍馬と親交のあった福井藩士として、三岡八郎（由

利公正）が特に知られています。他にも中根雪江や村

田氏寿など、春嶽の信頼が厚い側近たちと交流を重

ねており、龍馬は福井藩に幅広い人脈を築いていま

した。

　また越前国出身の海援隊士も数人おり、中でも山

本龍次郎（関義臣）は、福井藩筆頭家老本多家の家臣

から、後に福井藩士となった人物で、龍馬が隊長を務

めた海援隊にも参加しています。維新後は明治政府

に登用され、司法・行政官として手腕を発揮し、徳島

県知事や山形県知事などを歴任しました。

第３章　龍馬と福井の仲間たち第２章　龍馬の書簡
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「お竜」と裏書のある肖像写真（京都国立博物館蔵）

おりょう宛坂本龍馬書簡　慶応３年５月 28 日（京都国立博物館蔵）
※ 北陸初公開

村田氏寿肖像写真（当館蔵）由利公正肖像写真（当館蔵）

中根雪江肖像写真（当館蔵）

せっ こう

よし おみ

うじ ひさ


